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〔要約〕

子どもが日常的、自発的な活動のなかで数や量に関心を持ち、数量感覚などを自然に身につけていく

ことの大切さを認識し、その機会を作ることは、保育にかかわるものにとって意味のあることである。

また、子どもの育ちを考慮する際、保育指針等の各領域は独立の存在ではなく、互いに関連しあったも

のであると言える。本研究では、実生活の中で子どもが数的感覚を身につける機会として子ども向けの

歌に着目し、子ども向けの歌の歌詞に含まれる数学的要素にはどのようなものがあるかを、数、数感覚、

空間･形、時間といった種類別に検討した。

１．はじめに

幼稚園や保育所での保育においては、小学校教青の

ように、学習すべき教科内容や時間数があらかじめ明

確に定められているということはない。しかしそれは、

保育場面では子どもの知的発達を考慮あるいは援助し

なくてよい、ということを意味するものではない｡例

えば幼稚園教育要領l）の領域「環境」のねらいには、

「身近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする中で、

ものの性質や数量、文字などに対する感覚を豊かにす

る｣、内容には「日常生活の中で数量や図形などに関心

をもつ」ことが挙げられている。また、保育所保育指

針2)の「３歳児の保育の内容」における領域「環境」

の「内容」には「生活や遊びの中で、身の回りの物の

色、数、量、形などに興味を持ち、違いに気づく」こ

とが、「４歳児の保育の内容」の｢環境｣の｢内容｣には

｢具体的な物を通して、数や量などに関心を持ち、簡単

な数の範囲で数えたり比べたりすることを楽しむ｣、

｢５歳児の保育の内容｣の｢環境｣の｢内容｣には「簡単な

数の範囲で、物を数えたり、比べたり、順番を言った

りする」「生活の中で、前後、左右、遠近などの位置

の違いや時刻、時間などに興味や関心をもつ｣、「６歳

児の保育の内容」の「環境」の内容には「日常生活の

中で簡単な数を数えたり、順番を理解する｣、「身の回

りのものには形や位置などがあることに関心を持つ｣、

「生活や遊びの中で時刻、時間などに関心を持つ」こ

となどが含まれている｡

このことは、数学的なものの考え方を、保育室内で、

保育者が多数の子ども達に向かってある特定の内容を

特定の時間内にプログラミングして教授するといった

ように正面きって扱うのではなく、子どもの曰常的、

自発的な活動の中で、子供自身が数や量に対する関心

を持ち、数量感覚などを自然に身につけていくことの

大切さ、保育者がその機会を作り発展させていくこと

の重要,性を示唆するものといえよう。

従来、幼児の発達上の特徴の説明としてしばしば用

いられてきたのが、ピアジェの主張した発達理論3）で

ある。それによれば、認識の発達というものは、考え

る仕組み、論理の構造が段階的に変化するということ

であり、ピアジェが示したのは、①０歳から２歳くら

いまでの「感覚運動的」段階、②２歳から７歳くらい

までの「前操作的」段階、③７歳から11歳くらいまで

の「具体的操作」の段階、④それ以降の「形式的操作」

の段階、という４つの段階である。幼児期にあたる

「前操作的」段階では、論理的、客観的思考ができず、

知覚にとらわれた判断を下す傾向が強いので、物事を

全体的にとらえて正しく判断することが難しいとされ

る。そして、この時期の子どもの思考の特徴的なもの

として、アニミズム（石や木などあらゆるものに人間

と同じような生命、心があると考える傾向)、実念論

（夢に見たこと、おとぎ話などが実在する、というよ

うに、空想と実在の区別がつかない傾向)、人工論（太

陽や、山、川など自然界のすべての事物は人間がつ

くったものだと考える傾向）を挙げている。

また、自分以外の視点から物事を見ることができず、
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常に自分自身の立場中心からのみ物事を考えることを

自己中心性と呼んだ。この自己中心性の代表的な実験

例としては、ピアジェとインヘルダーの行った三つの

山問題が広く知られている4)。
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図２警官の人形実験

ており、普段の生活の経験が生かせるものであったた

め、「三つ山問題」とは異なった結果となったと考えら

れる。つまり、「三つ山問題」のような検査問題は子ど

もの生活との結びつきがないために、子どもにとって

は解決する必然`性が生まれず、問題を解く意欲が生じ

にくいという側面があったのではないか、それゆえ、

日常生活で子どもが発揮する能力は、ピアジェが指摘

した幼児の能力よりもずっと高いものなのではないか

と考えられるのである。だとすれば、実験室内的環境

にとらわれず、日常的な生活場面で子どもを理解しよ

うとすること、子どもの示す思考がどのような条件下、

文脈中でのものなのかということを考慮に入れること、

などが必要となるということになろう。

同様の傾向は、「二つ山問題｣のみならず、ピアジェ

の用いたいわゆる｢数の保存課題｣でも見られうる。数

の保存課題とは、はじめに同じ数、同じ間隔で並んだ

白と黒のおはじきを子どもに示し、両方のおはじきの

数が同じだと確認した後、一方の色のおはじきの感覚

を詰め、列の長さとしては異なる長さとなった白と黒

のおはじきの数が、同じか否かを問う課題である。ピ

アジェによれば、前操作期の子どもは、実際の数が等

しくても見かけの列の長さが異なるとその見かけに影

響され、列の短いほうのおはじきを少ないと答える、

つまり数の保存が出来ていない、というのである。

しかし、実際に子どもたちの行動を見てみると、例

えば自分の大好きなお菓子を友達と分ける場合に、特

に同じ列の長さにして較べなくても、友達の持ってい

るお菓子の数と比較して、自分の方が多い、少ないと

の判断は可能である場合が認められる。数学的感覚と

~:;iiilii； 
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図１三つ山問題

図１のような三つの山の模型のまわりを歩かせた後

で、例えばＡの位置に子どもを座らせる。次に実験

者がＡ以外の場所に座り、実験者の位置から山の形が

どのように見えるかを尋ね、ＡからＤのそれぞれの位

置から見える絵（または写真）の中から選ばせる。そ

の結果、前操作期の子どもは、実験者から見える景色

の絵ではなく、自分の見ている景色と同じものを選ん

でしまうという。さらに、幼児ばかりでなく小学校低

学年でも正しい絵を選ぶことができないという結果も

得られている5)。

しかし、その後、そのような実験結果をもって幼児

を自己中心的であると決めつけていいのかという疑問

が呈された。ヒューズとドナルドソンの実験によれば、

幼児でも、自分以外の人の視点から物事を考えられる

ということが示されている6）。

ヒューズとドナルドソンは、上から見ると十字にな

るようなついたての近く２ヶ所に警官の人形を置き

それとは別の人形をどこに置いたら警官から見つから

ないかを尋ねた（図２)。すると、３，４歳の幼児でも、

自分から見て見えない場所（図２におけるＡ、Ｂ）で

はなく、警官の人形の位置から見た場合に見つからな

い場所（図２におけるＣ）を指摘することができたと

いう。ヒューズとドナルドソンの実験での好成績は、

子ども達が日頃遊んでいる「かくれんぼ」と設定が似
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いうと、何かしら難解な問題を解決可能にするものと

のとらえ方もあろうが、数や量、形や大きさについて

の感覚というように大まかにとらえれば、子ども達が

日常生活で示す上記のような行動の中にも、数学的感

覚は含まれているといっても良いだろう。

また、2007年４月には、中学３年生、小学６年生を

対象に、文部科学省による全国学力・学習状況調査が

行われた。問題作成にあたった国立教育政策研究所7）

によれば、「教科に関する調査の内容」として、小学校

第６学年対象の「算数Ａ」では「実生活において不可

欠であり、常に活用できるようになっていることが望

ましい知識・技能｣、「算数Ｂ」では「知識・技能等を

実生活の様々な場面に活用する力」を挙げている。ま

た、同研究所学力調査官の銀島8）によると、例えば、

木曜日と日曜日に安売りがあるケーキ屋の話題から、

百分率を使って問題を解決する力を問う問題など、子

ども達の生活とかかわりのある場面設定をした上での

出題という点が、今回の調査の特徴のひとつであると

いう。これは、数学的理解が、ピアジェが数学的能力

の高低を判断するために用いた単なる数字の操作、抽

象的な数概念ではなく、現実の生活で使える場合に本

当の理解力があるのだ、そのような力を伸ばすことが

大切なのだという、幼稚園教育要領、保育所保育指針

の主旨と方向を同じくするものであり、そのような考

え方を身につけることが重要であるという考え方が色

濃く打ち出されているとも言える。

以上のように、子どもの数学的理解は実生活と切り

離して扱うべきではないと考えられることから、本研

究においては、子どもの日常生活の中に、数学的感覚

を育むであろう数学的要素としてどのようなものが含

まれるかということについて検討してみたい。ただし、

生活体験として子どもに数や量などは数学的感覚を身

につけさせることか望ましいといわれても、実際どの

ようなことが保育場面で想定されるかということが明

確にならなければ、具体的な計画立案、子どもに対す

る保育のねらい、実際の子どもの行動を見る視点など

も把握しがたいと思われる。子どもを取り巻く保育環

境はバラエティに富んでいる。例えば、クラスごとに

整列する際に人数を較べる数の多少等判断が含まれて

いたり、リレー競技に参加する際に順番を知ることが

あったり、水道から水をくむ時にたくさんの量の水の

入る器はどれか考えたりと、日常の保育の中で、数学

的感覚を育てる機会は数多くあろう。

そのなかで、今回は、遊び歌をはじめとする子ども

向けの歌に着目することとする。数学的感覚というと、

とかく具体的な、自分以外のものを指し示して考える

場合が多く見受けられる（量の場合には水やジュース

などの液体、形の場合には積み木などの遊具、数の場

合には子ども達が実際に使う制作用の道具、おやつな

どの飲食物、というように）が、実際に自分以外の事

物が目の前にない場合でも、歌を聞いたり歌ったり、

歌に合わせた遊びをすることで、子どもに数学的感覚

を多少なりとも身につける機会を提供することが出来

るのではないかと思われるからである。英国において

はTheEarlyMathematicalExperiencesProject9)によ

り数学的要素を含む幼児向けの歌が収集されている。

その研究における歌の分類法を踏まえ、本研究では、

日本の保育場面で子ども達と一緒に楽しめる歌の中で

の数学的要素にはどのようなものが考えられるかを以

下で検討していくこととする。

２．方法

数学的要素を含む歌にはどのようなものがあるか、

子ども向けの歌を掲載した書籍を用いて調査し、子ど

も向けの歌の歌詞の中においてどのような数学的要素

が含まれうるか、タイプ別に検討する。

３．数学的要素をはぐくむ子ども向けの歌の歌詞の具

体例について

３－１．５までの数

(1)、(2)に含まれるのは数唱であるが、(3)から(14)にお

いては、それに加え更に111頁序をあらわす数の考え方に

気づかせるのに役立つ内容にもなっている。（15)では、

歌詞の中の数が増えるごとに動作の数も増えることに

より、「１対１対応｣の考え方も含まれることになろう。

(1)「きくのはな」（作詞立野勇作曲

1．ひとつふたつみつつよっつ

たさいたきくのはなあかしろ

れいにさいた

２．ひとつふたつみつつよっつ

たさいたきくのはなあかしろ

んせにあげよ

本田鉄麿）’0）

いつつさい

きいろき

いつつさい

きいろせ

(2)「みずあそび」（作詞東くめ作曲滝廉太郎）Ⅱ）

水をたくさんくんできて水でつぼうで遊びま

しょう１２３４しゆっしゆっしゆっ

(3)「１と１でウルトラマンシリーズ」（出典不明）

ｌとｌでバイキンマン２と２でセーラームーン

３と３でぼくドラエモン４と４でまほうをかけて

５と５でウルトラマンとんでったシュワッチ
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さんにんの以下下線部繰り返し

よ}こんの以下下線部繰り返し

ごにんのぞうさんくものすにかかってあそんで

おりましたあんまりおおぜいのったのでドス

ンといとがきれました

(4)「１のゆびとうさん」

（作詞まどみちお作曲渡辺茂）’2）

いちのゆびとうさんおしごととんとんとんとん

とん

Ｉこのゆびかあさんせんたくジヤブジヤブジャブ

ジャブジャブ

さんのゆびにいさんえいごをぺらぺらぺらぺら

ぺらぺら

よんのゆびねえさんおけしようぽんぽんぽんぽ

んぽんぽん

どのゆびあかちやんおっぱいちゆちゆちゅちゆ

ちゅちゅ
●
●
●
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(3)から(9)までの歌は、１丁目２丁目、あるいは、

いつぼんばし、にほんばし、という数に合わせて両手

の指を使い、ポーズをとったり、歌詞に出てくるもの

の形を作ったりする遊び歌である。

(１０「一羽のからすが」（わらべうた）’5）

いちわのからすがカー（ア）力にわのにわとり

コケコッコーさんはさかながおどりだすしはし

らがのおじいさんいちぬけたにぬけたさん

ぬけたしぬけた

(5)「１丁目のウルトラマン」

（作詞不明アメリカ民謡）’3）

１丁目のウルトラマンに２丁目のセブン３丁目の

母に４丁目の父５丁目の』怪獣追いかけて青い空

に飛んでった (１，「たわらのねずみが」（わらべうた）１５）

たわらのねずみがいつぴきちゃんソレにひき

ちゃんソレさんびきちゃんソレいつぴきおにげ

にひきおにげさんびきおにげ

(6)「一匹の野ねずみ」

（作詞鈴木一郎イギリス民謡）’2）

１．いつぴきののねずみがあなぐらにとびこんで

チュチュッチュチュッチュチュッチュウ（繰り返 (12）「ほ_らほら青山の」（わらべうた）１５）

ほ－らほらあおやまのおしょうさんがおきょう

をよんでいらっしゃるチャカポコチャカポコ

なんまいだいちおっさんにおっさんさん

おっさんしおっさん

す）おおさわぎ

にひきの以下下線部繰り返し

さんびきの以下下線部繰り返し

よんひきの以下下線部繰り返し

ごひきの以下下線部繰り返し

●
●
●
●
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00)から⑫は、縄跳び遊びをする際に歌われる歌であ

る。(7)「いつぼんばしこちよこちよ」（わらべうた）’3）

いつぼんばしこちよこちよにぼんばしつれってさ

んぼんばしひっかいてよんほんばしひっぱってご

ほんばしたたいてかいだんのぼってまたおりて

｢竹の子いつぼんおくれ」（わらべうた）’6）

たけのこいつぼんおくれまだめがでないよ

たけのこにほんおくれ下線部繰り返し

たけのこさんぼんおくれ下線部繰り返し

たけのこよんほんおくれ下線部繰り返し

●
●
●
●
 

⑬
１
－
２
３
４
 

｢いつぼんぱしにほんばし」

(作詞湯浅とんぼ作曲中川ひろたか）’3）

いつぼんばしいつぼんばしお山になっちゃった

にほんばしにほんばしめがねになっちゃった

さんぼんばしさんぼんばしくちげになっちゃっ

た

よんほんばしよんほんばし小鳥になっちゃった

(8) 

●
●
●
 

『
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へ
）

(１４）「はたけのポルカ」

（作詞峰陽ポーランド民謡）’0）

１．いちばんめのはたけにキャベツをうえたらとな

りのひつじがむしゃむしゃたべた

はたけのまわりでポルカをおどろうひつじをつ

かまえてポルカをおどろう

２．にばんめのはたけにじゃがいもをうえたらとな

りのこぶたがパクパクたべた

はたけのまわりでポルカをおどろうこぶたをつ

かまえてポルカをおどろう

４． 

(9)「象さんとくもの巣」（作詞馬場祥洋外国曲）14）

１．ひとりのぞうさんくものすにかかってあそんで

おりましたあんまりゆかいになったのでもう

ひとりおいでとよびました

２．ふたりの以下下線部繰り返し
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ａさんばんめのはたけにこむぎをうえたらとなり

のにわとりがコッココココたべた

はたけのまわりでポルカをおどろうにわとりを

つかまえてポルカをおどろう

４．よんばんめのはたけにトマトをうえたらとなり

のこうしがくちゃくちゃたべた

はたけのまわりでポルカをおどろうこうしをつ

かまえてポルカをおどろう

５．ごばんめのはたけにだいこんうえたらみたこと

ないようなだいこんできた

はたけのまわりでポルカをおどろうだいこんか

こんでポルカをおどろう

きっかけを作り出す内容、(9)(10)は遊びながら数字を書

いたりイメージしたりする内容になっている。（11)は順

に動作が増えていくことで「１対１対応」の内容も含

んでいる。（12)(13)では簡単な加法の考え方が、（14)では減

法の考え方が、⑮では除法の考え方が含まれている。

(1)「いち|このさん」（わらべうた）’7）

いちIこのさんにのしのごさんいちにのにのにの

しのご

(2)「おくんとうばこ」（作詞．作曲不明）１３）

これくらいのおくんとばこにおにぎりおにぎり

ちよいとつめてきざみしょうがにごましおふって

にんじんさんさぐらんぽさんしいたけさんご

ぼうさんあなのあいたれんこんさんすじのと

おったふき

(15）「かなづちトントン」

（訳詞高木乙女子外国曲）’7）

1．かなづちトントン１本でトントン

ントンつぎは２本

2．かなづちトントン２本でトントン

ントンつぎは３本

3．かなづちトントン３本でトントン

ントンつぎは４本

４．かなづちトントン４本でトントン

ントンつぎは５本

５．かなづちトントン５本でトントン

ントンこれでおしまい

かなづち卜

かなづち卜 「にんじんさん」では指を２本出し、「さぐらんぼさ

ん」では指を３本出し、というように、歌詞に合わせ

て指を使う遊び歌である。かなづち卜

かなづち卜 (3)「ピクニック」（作詞．作曲不明）１３）

ｌと５でたこやきたくて２と５でやきそばたべて

３と５でスパゲティたべて４と５でケーキをたべ

て５と５でおにぎりつくってピクニック

ヘイ！

かなづち卜

（15)では、かなづち１本の時は握った右手を、２本の

時は両手を上から下にふり、さらに３本の時は両手と

片足（床をたたく）を、４本の時は両手と両足を使い、

最後には両手両足に頭をふる動作が加わる。

(1)から(3)は、歌詞の中に出てくる数に合わせて指を

出して動かす遊び歌となっている。(3)の歌詞の内容は、

地方によって異なる場合もあるようである。

･秋の子（作詞サトウハチロウ作曲末広恭雄）'8）

・１丁目のドラねこ（作詞・作曲阿部直美）’7）

･いわしのひらき（作詞・作曲不詳）’2）

･ウルトラマン（作詞不詳アメリカ民謡）’2）

･おほしさまゆび（作詞・作曲阿部直美）’9）

・３匹の子豚（出典不明）

･ダイヘンシン（作詞ナカヤユミ作曲加藤明子）’7）

･タコ入道（わらべうた）２o）

･奈良の大仏さん（作詞不詳イギリス民謡）２'）

.はじまるよ！（出典不明）

･ぼくたぬき（わらべうた）’'）

(4)「いちねんせいになったら」

（作詞まどみちお作曲山本直純）Ⅱ）

1．１ねんせいになったらｌねんせいになったら

ともだち100人できるかな100人でたべたいな

ふじさんのうえでおにぎりをぱつくんぱつく

んぱつくんと

２．１ねんせいになったら１ねんせいになったら

ともだち100人できるかな100人でかけたいな

にっ|まんじゅうをひとまわりどっしんどっし

んどっしんと

３．lねんせいになったら１ねんせいになったら

ともだち100人できるかな100人でわらいたい

せかいじゅうをふるわせてわっはＩまわつはは

わっはっは

３－２．数感覚

(1)から(3)では単に数を唱えたり、順番通りに数字が

現れるとは限らず、少々複雑な数の表れ方となってい

る。(4)から(8)は幼児が５以上の様々な数にも触れる

－１６７－ 
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(5)「いつぼんでもにんじん」

（作詞前田利博作曲佐瀬寿一）１０）

いつぼんでもにんじんにそくでもサンダルさん

そうでもヨットよつぶでもゴマシオごだいでも

ロケットろくわでもシチメンチョウしちひきで

もハチ｜まつとうでもクジラきゅうはいでも

ジュースじゅっこでもイチゴ

イチゴニンジンサンダルヨットゴマシオ

ロケットシチメンチョウハチクジラジュー

スいつぼんＩこそくさんそうよつぶごだい

るくわしちひき｜まつとうきゅうはいじゅっ

こ

すうじの７はなあに

すうじの８はなあに

すうじの９はなあに

すうじの10はなあに

こわれたラッパ

たなのだるま

おたまじゃくし

えんとつとおつきさま

●
●
●
●
 

７
８
９
ｍ
 

(10）「ぼうがいつぼんあったとさ」（わらべうた）ＩＤ

Ｉまうがいつぼんあったとさはっぱかなはっぱ

じゃないよかえるだよかえるじゃないよあひ

るだよろくがつむいかのさんかんびあめざあざ

あふってきてさんかくじょうぎにひびいってあ

んばんふたつまめみつつこっぺばんふたつくだ

さいなあっというまにかわいいコックさん

(6)「おＩこのパンツ」

（作詞不明作曲ＬＤＥＮＺＡ）１３）

おIこのパンツはいいパンツつよいぞつよいぞト

ラのけがわでできているつよいぞつよいぞ５ね

んはいてもやぶれないつよいぞつよいぞ１０ねん

はいてもやぶれないつよいぞつよいぞ

はこうはこうお}このパンツはこうはこうおに

のパンツおじいちゃんもおばあちゃんもあなた

もわたしもみんなではこうお|このパンツ

(１１）「てをたたこ」（作詞下山啓作曲乾裕樹）２２）

うれしいときはてをたたこたのしいときにも

てをたたこうれしいかずだけてをたたこイチ

ゴのケーキだ１にんぎよう1こつこり２サン

タのおじさん３

だんだんうれしくなってくるだんだんたのしく

なってくるたのしいかずだけてをたたこ

よんだらよめたよ１．２．３．４

ゴリラがゴールだ１．２．３．４．５

ロックンロールで１．２．３．４．５．６

とってもうれしくなってきたとってもたのしく

なってきたうれしいかずだけてをたたこ

なかよしなかまだ１．２．３．４．５．６．７

ハッピーバースデイ１．２．３．４．５．６．

７．８ 

９かいぎやくてん１．２．３．４．５．６．７．

８．９ 

ジュースでかんぱい１．２．３．４．５．６．７．

８．９．１０ 

かぞえてられない１．２．３．４．５．６．７．

８．９．１０．１１．１２…せ_のおしまい

(7)「10人のインディアン」

（訳詞高田三九三曲アメリカ民謡）’Ｄ

ひとりふたり３にんいるよ４にん５にん

６にんいるよ７にん８にん９にん１０よ

インディアンが10人

(8)「とんとんともだち」

（作詞サトウハチロー作曲中田喜直）’7）

1．とんとんともだちみんなで９人いっちゃん

じろくんさぶちよんしげぼうごろやんろ

くんぼななちんやっちゃんこにきゅうどんど

んだれかがしかられたみんなでごめんなさい

2、とんとんともだちかぞえて９人下線部繰り返し

だれかがくしゃみしたみんながかぜひいた

3．とんとんともだちなかよし９人下線部繰り返し

だれかがけがをしたみんながべそかいた

歌詞の中に出てくる数字の数だけ、手を打つ。数が多

くなるほど、手を打つスピードも速くなる。

⑫「ふしぎなポケット」

（作詞まどみちお作曲渡辺茂）’'）

１．ポケットのなかにはビスケットがひとつポケッ

トをたたくとビスケットはふたつ

２．もひとつたたくとビスケットはみつつたたいて

みるたびビスケットはふえる

３．そんなふしぎなポケットがほしいそんなふしぎ

なポケットがほしい

詞
ご
こ
ご
こ
ご
こ

昨
飢
剛
飢
馴
凱
馴

ｊ
な
な
な
な
な
な
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は
は
は
は
は
は

う
１
２
３
４
５
６

の
の
の
の
の
の
の

じ
じ
じ
じ
じ
じ
じ

一
つ
》
つ
》
つ
》
つ
｝
つ
一
つ
｝
つ

す
す
す
す
す
す
す

ｒ
 

９
１
２
３
４
５
６
 

夢虹二作曲小谷肇）’１）

こうじようのえんとつ

おいけのがちょう

あかちやんのおみみ

かかしのゆみや

おうちのかぎよ

たぬきのおなか

－１６８－ 
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⑬「わたしのこびと」

（作詞まどみちお作曲渡辺茂）IＤ

１．ひだりに１２３４５人みぎにも１２３

３－３．空間、形

(1)から(11)では、大きい、小さい、高いなど、大きさ

や形、高さの比較の考え方が含まれている。また、（12）

では、「となり」という位置関係、「最後」という順番

についての考え方について気づくのに役立つ。⑬から

⑮では、大きさや形についての言葉が含まれている。

４５人あわせて10人わたしの小人このか

おあらってくれますぶるぶるりんぶるぶるり

ん

2．下線部繰り返しピアノをひいてくれますポ

ンポロピンポンポロピン (1)「おおきいぞうさんちいさいぞうさん」

（作詞まどみちお作曲渡辺茂）Ⅲ）

おおきいぞうさんちいさいぞうさんたかいキリ

ンさんひくいキリンさんながいへぴさんみじ

かいへびさん

(14）「メロンパン」（出典不明）

１．パンやに３つのメロンパンふんわりふわふわお

いしそうこどもがひとりやってきて

「おばちゃんメロンパン２つちょうだい」｢はい

よ」メロンパン２つかつてった

2．パンやに1つのメロンパン下線部繰り返し

「おばちゃんメロンパン1つちょうだい」「はい

よ」メロンパン1つかつてった

３．パンやにOこのメロンパンふんわりふわふわも

うないよこどもがひとりやってきて

「おばちゃんメロンパン１つちょうだい｣「もう

ないよ」メロンパンかわずかえってった

(2)「大きな栗の木の下で」

（作者不詳イギリス民謡）２１）

１．おおきなぐりのぎのしたであなたとわたしな

かよくあそびましょうおおきなぐりのぎのした

で

2．ちいさなくりのぎのしたで下線部繰り返し

ちいさなくりのきのしたで

(3)「おおきなたいこ」

（作詞小林純一作曲中田喜直）’3）

おおきなたいこど_んど－んちいさなたいこ

とんとんとんおおきなたいこちいさなたいこ

ど－んど－んとんとんとん

(15）「アップルパイひとつ」

（作詞みやざきみえこ作曲黒田亜樹）２３）

１．おやつの時間だよアップルパイが１つぼくた

ちみんなで２人真ん中から半分こおやつの時

間だよチョコレートが１つぼくたちみんなで

３人やってみよう３等分

２．おやつの時間だよクリームパンが２つぼくた

ちみんなで４人それぞれ半分こおやつの時間

だよさぐらんぼが３つぼくたちみんなで５人

むずかしいぞ５等分おやつの時間だよおなか

がなってますおしゃべりしながらおやつにこ

にこがおがおいしいよにこにこがおがおいしい

よ

「おおきなたいこ」のときには、両手で体の前に大き

な丸を作ってから、右手、左手で１回ずつたいこを叩

く動作をし、「小さなたいこ」のときには、両手の指で

小さな丸を作ってから、人差し指同士で小さく叩く動

作を伴う遊び歌である。

(4)「おはなしゆびさん」

（作詞香山美子作曲湯山昭）’3）

1．このゆびパパふとっちよパパやあやあやあや

あワハハハハハハおはなしする

２．このゆびママやさしいママまあまあまあまあ

ホホホホホホホおはなしする

３．このゆびにいさんおおきいにいさんおすおす

おすおすエヘヘヘヘヘヘおはなしする

４．このゆびねえさんおしゃれなねえさんあらあら

あらあらウフフフフフフおはなしする

５．このゆびあかちやんよちよちあかちやんうま

うまうまうまアブブブブブブおはなしする

･いちじくにんじん（わらべうた）２４）

･－匁のいすけさん（わらべうた）’5）

･一年坊主が石投げて（わらべうた）’5）

･ちびっかぶ_ん（作詞井出隆夫作曲福田和禾

子）２５）

･ななつのこ（作詞野口雨情作曲本居長世）’0）

･一本ばし二本ばしのバリエーション（作詞湯浅と

んぼ作曲中川ひろたか）１２）

･ひとなげふたなげ（わらべうた）２６）

･魔法の指（作詞不明イギリス民謡出典不明）

－１６９－ 
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(5)「きゅつきゅつきゅっ」

（作詞相良和子作曲芥川也寸志）’6）

１．きゅつきゆつきゆつとくつをみがこうおおき

なくろいパパのくつきゆつきゆつきゆっとみが

ホワッ１

３．おおきなはたけをよくたがやして

をまきましたぐんぐんのびて

おおきなはながさきましたバツ

おおきなたれ

はるになって

いたらきゅつきゅつきゅっとひかるよ

(10「でぶいもちやんちびいもちやん」

（作詞まどみちお作曲湯山昭）川）

１．でぶいもちやんつちのなかでなにしてたの

ぐらとおすもうなんかしてたの

２．ちびいもちやんつちのなかでなにしてたの

みずとけんかなんかしてたの

と
と

つ
つ
つ
つ

ゆ
く
ゆ
く

き
の
ぎ
の

っ
マ
つ
く

ゆ
マ
ゅ
ぼ

き
ン
き
ン

っ
ボ
っ
夕

ゆ
り
ゆ
ボ

き
い
き
な

２
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くつをみがこう

下線部繰り返し

くつをみがこう

下線部繰り返し

ちいさ

ちいさ も

み

(6)「こいのぼり」

（作詞近藤宮子作曲無名著作物）１０）

やねよりたかいこいのぼりおおきいまどいはおと

うさんちいさいひごいはこどもたちおもしろそ

うにおよいでる

(１，「てんぐのはな」（作詞･作曲浅野なおみ）１２）

1．てんぐのはなはながいぞおっとつとつとこの

くらい

2．ぞうのみみはでっかいぞおっとつとつとこの

くらい

3．ありのくちはちっちゃいぞおっとつとつとこ

のくらい

｢コンコンクシャンのうた」

(作詞香山美子作曲湯山昭）’１）

りすさんがマスクしたちいさいちいさいちい

さいちいさいマスクしたコンコンコンコンク

シャン

(7) 

１． 

⑫「バスごっこ」（作詞香山美子作曲湯山昭）'3）

おおがたバスにのってますきっぷをじゅんにわた

してねおとなりへハイおとなりへハイ

おとなりへハイおとなりへハイおわりの人

はポケットに

２．つるさんがマスクしたほそいほそいほそいほ

そいマスクした下線部繰り返し

３．ぶうちゃんがマスクしたまるいまるいまるい

まるいマスクした下線部繰り返し

４．かばさんマスクしたおおきいおおきいおおき

いおおきいマスクした下線部繰り返し

5．ぞうさんがマスクしたながいながいながいな

がいマスクした下線部繰り返し

03）「うみ」（作詞林柳波作曲井上武）’0）

１．うみはひろいなおおきいなつきがのぼるしひ

がしずむ

２．うみはおおなみあおいなみゆれてどこまでつづ

くやら

３．うみにおふれをうかばしていってみたいなよそ

のくに

(8)「たまごのうた」（作詞・作曲不明）２４）

まあるいたまごがぱちんとわれてなかからひよこ

がピヨピヨピヨまあかわいいぴよぴよぴよ

ちつちやなたまごがぶちんとわれてなかからあお

むしがニョキニョキニョキ

まあちっちゃいニョキニョキニョキ

おおきなたまごがバリンとわれてなかからかい

じゅうがガオーガオーガオー

まあおおきいガオーガオーガオー

04）「おでん」（作詞阿部恵作曲家入脩）’4）

おおきなおでんをつくりますトントントンまん

まるはだいこんさんトントントンさんかくはハ

ンペンさんしかくはこんにやくさんトントント

ンとグツグツにればトントントンとできあがり

(9)「小さな畑をよく耕して」（作者不詳）12）

１．ちいさなはたけをよくたがやしてちいさなたれ

をまきましたぐんぐんのびてはるになって

ちいさなはながさきましたポッ！

２．ちゅうくらいのはたけをよくたがやしてちゅう

くらいのたれをまきましたぐんぐんのびては

るになってちゅうくらいのはながさきました

(15）「つき」（文部省唱歌）１０）

Ｌでたでたつきがまるいまるいまんまるいぼん

のようなつきが

２．かくれたつきにくろいくろいまっくろいすみ

のようなくもが

３．またでたつきがまるいまるいまんまるいぼん

のようなつきが

－１７０－ 
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･アイアイ（作詞相田裕美作曲宇野誠一郎）２７）

｡ありさんのおはなし（作詞都築益世作曲渡辺

茂）’0）

･大きな時計（作詞青柳善吾イギリス民謡）Ｍ）

･てをつなごう（作詞中川李枝子作曲伊藤慶櫛’１）

･どこでねるの（作詞奥田継夫作曲乾裕樹）２８）

･ブンチャブンチャ（出典不明）

すキュッキュッいただきます

３．下線部繰り返しさんじになったらおやつです

ゴクンゴクンぎゅう|こゅう

4．下線部繰り返しくじになったらパジャママン

バタンキュウおやすみなさい

(5)「やまのワルツ」

（作詞香山美子作曲湯山昭）’0）

1．すてきなやまのようちえんはちじになるとリス

のぼうやがやってきますロンリムリムロンラム

３－４．時間

(1)(2)は時計に親近感を持たせる機会となりうる。（３）

から(5)は時刻を表す言葉が含まれている。(6)から(101は

１日の中の時の経過を感じさせる内容となっている。

(11)(12)(13)はそれぞれ曜日、月、季節の具体的な名称、（14）

05)はそれ以外の時に関する言葉が含まれている。

ラムロンリムリムロン

２．すてきなやまのようちえんくじになるとやぎの

ぼうやがやってきます下線部繰り返し

３．すてきなやまのようちえんじゆうじになるとく

まのぼうやがやってきます下線部繰り返し

(1)「とけいのうた」

（作詞筒井啓介作曲村上太郎）’0） (6)「あさいちばんはやいのは」

（作詞阪田寛夫作曲越部信義）’０）

あさいちばんはやいのはパンやのおじさんあせ

かいてあかいかおしろいこなこれるそのつぎは

ぎゆうにゆうやさんめがねのにいさんカチヤカ

チャじてんしゃでぎゅうにゆうをくばるまだま

だはやいのはしんぶんのはいたつキュキュキュ

キ１としごいてははいちようかんおはようあさい

ちばんおそいのはぼくんちのにいさんたたこう

がゆすろうがぐうぐうねてる。

コチコチカッチンおとけいさんコチコチカッチ１． 

ン動いてるこどものはりとおとなのはりと二

んにちはさようならコチコチカッチンさよ

うなら

2．下線部繰り返しこどもがピョコリおとながピョ

コリ波線部繰り返し

(2)「はやおきどけい」

（作詞富原薫作曲河村光陽）’1）

１．ちつくたつくちつくたつくぼ－んぽ－んおは

ようおはようよがあけたきれいなあさだよ

とびおきろとけいがなってるよんでいるちつ

くたつくたつくたつくぼ_んぼ_ん

２番以降省略

(7)「あさのあいさつ」（作詞．作曲三宅順子）18）

あさのあいさつはえがおでどうぞおはよう

おひるのあいさつはあかるくどうぞこんにちは

ゆうべのあいさつはこころをこめてこんばんは

(3) ｢くじらのとけい」

(作詞席和男作曲渋谷毅）２８）

クジラプカプカうみのなかとんでるかもめが

じかんをきいたクジラクジラいまなんじ

いまくじいまくじいまくじらクジラのとけ

(8)「おもちゃのチャチャチャ」

（作詞野坂昭如作曲越部信義）２７）

１． おもちゃのチャチャチャおもちゃのチャチ1． 

チャチャチャチャおもちゃのチャチャチ

そらにキラキラおほしさまみんなすやすやねむ

るころおもちゃl土はこをとびだしておどる

おもちゃのチャチャチャ

2番３番省略

4．下線部繰り返し

そらにさよならおほしさままどにおひさまこん

にちはおもちゃはかえるおもちゃばこそし

ておもちゃのチャチャチャチャチャチャおも

ちゃのチャチャチャ

いはくじくじららら

2．クジラブクブクうみのなかかしこいイルカが

じかんをきいた下線部繰返しクジラクジラ

いまなんじいまくじいま－？くじら

(4)「とけいさん」

（作詞二階堂邦子作曲まつぽっくり）Ｍ）

１．カチカチうごくとけいさんしちじになったらお

きましょういちにいおはようございます

2、下線部繰り返しじゆうにじになったらおひるで

1７１ 
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とこんなことあったでしょううれしかったこ(9)「南の島のハメハメハ大王」

（作詞伊藤アキラ作曲森田公一）２７）

１番３番省略

２．みなみのしまのだいおう}まじようおうのなまえ

もハメハメハとてもやさしいおくさんであさ

ひのあとでおきてきてゆうひのまえにねてしま

うハメハメハハメハメハハメハメハメハメ

ハ

とおもしろかったこといつになってもわすれ

ない

２．はるのことです下線部繰り返しぽかぽかおに

わでなかよくあそんだきれいなはなもさい

ていた

３．なつのことです下線部繰り返しむぎわらぼう

しでみんなはだかんぼおふれもみたよすな

はまも

４～６番省略

７．いちねんじゅうを下線部繰り返しもものおは

なもきれいにさいてもうすぐみんなはいち

ねんせい

⑩「夜があけた」（作詞岡本敏明フランス曲）２５）

コッコケコッコよがあたおそらはまっかなあさ

やけだげんきよくさあとびおきてあさのあ

いさついたしましょうみなさんおはようござい

ます

(14）「大きな古時計」

（作詞保冨康午作曲ワーク）’0）

おおきなのっぽのふるどけいおじいさんのとけい

ひやくれんいつもうごいていたごじまんのとけい

さおじいさんのうまれたあさにかってきたとけ

いさいまはもううごかないそのとけいひやく

れんやすまずにチクタクチクタクおじいさんと

いっしょにチクタクチクタクいまはもううごかな

いそのとけい

(11）「月火水木金土日のうた」

（作詞谷川俊太郎作曲服部公一）’6）

１．げつようびわらってるげらげらげらげらわ

らってるおつきさまはきがへんだ※※繰り返

し

２．かようびおこってるかつかつかつかつおこっ

てるひばちのすみはおこりんぼ※※繰り返し

３．すいようぴおよいでるすいすいすいすいおよ

いでるみずすましはみずのうえ※※繰り返し

４．もくようぴもえているもくもくもくもくもえ

ているかじだかじだやまかじだ※※繰り返し

05）「おしょうがつ」

（作詞東くめ作曲滝廉太郎）２９）

もういくつねるとおしょうがつおしょうがつに

はたこあげてこまをまわしてあそびましょうは

やくこいこいおしようがつ

もういくつねるとおしょうがつおしょうがつに

はまりついておいばねついてあそびましょうは

やくこいこいおしょうがつ

５．きんようびひかってるきらきらきらきらひ

かってるおおばんこばんつちのなか※※繰り

返し

６．どようびほっているどんどんどんどんほって

いるどこまでほってもみつからない※

※繰り返し

７．にちようぴ

そんじやう

あそんじゃうにこにこにこにこあ

おひさまといっしょパパといっしょ ･お山の杉の子（作詞吉田テフ子作曲佐々木す

ぐる）’8）

･サラマンドラ（作詞加藤直作曲高井達雄）２８）

･ユパイデイ（ボーイスカウト歌集・ドイツ民謡）’8）

※※繰り返し

⑫「一年じゅうの歌」

（作詞岡本敏明アメリカ曲）’8）

おめでとう１がつつもるゆき２がつひなまつり

３がつさくらさく４がつこいのぼり５がつさ

みだれの６がつあつくなる７がつなつやすみ８

がつむしのこえ９がつあおいそら10がつきく

のはな11がつ

４．子ども向けの歌の歌詞における数学的要素を考え

る意味について

歌に関係する記述としては、幼稚園教育要領')にお

いては、「ねらい」として「いろいろなものの美しさな

どに対する豊かな感性をもつ｣、「内容」として「音楽

に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使った

りする楽しさを味わう」ことが挙げられている。保育

所保育指針2)においては、「３歳児の保育の内容」の

｢表現｣の｢内容｣として｢音楽に親しみ、聞いたり、歌っ

⑬「おもいでのアルバム」

（作詞増子とし作曲本田鐵麿）２７）

１．いつのことだかおもいだしてごらんあんなこ
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たり、体を動かしたり、簡単なリズム楽器を鳴らした

りして楽しむ｣、「４歳児の保育の内容｣の｢表現｣の｢内

容｣として「友達と一緒に音楽を聴いたり、歌ったり、

体を動かしたり、楽器を鳴らしたりして楽しむ｣、「５

歳児の保育の内容｣の｢表現｣の｢内容｣として｢音楽に親

しみ、みんなと一緒に聴いたり、歌ったり、踊ったり、

楽器を弾いたりして、音色の美しさやリズムの楽しさ

を味わう｣、「６歳児の保育の内容｣の｢表現｣の｢内容」

として｢音楽に親しみ、みんなと一緒に聴いたり、歌っ

たり、踊ったり、楽器を弾いたりして、音色やリズム

の楽しさを味わう」ことが挙げられている｡

もともと子ども向けの歌については、幼稚園教育要

領、保育所保育指針の内容において、歌そのものの価

値を子ども自身が感じ、味わうことの重要性が明示さ

れている。従って、歌のなかに数学的要素が入ってい

るか否かでその存在意味を問うことがあってはならな

い。そして、歌を歌ったりリズムを感じる楽しさ、音

や言葉の面白さ、美しさを感じるひと時が数学的内容

を問う働きかけなどによって中断されること、数学的

感覚を身につけることを目的にそれに関連した歌を

歌ったり遊び歌で遊んだりということが望ましいとも

思われない。ある種の歌を歌ったから、遊び歌で遊ん

だから、その歌に含まれる内容の数学的能力が顕著に

伸びるという指摘をするものではない。

しかし、子ども達が歌を耳にし、また実際に歌を口

にするなど、音楽に親しむ中で、頭の片隅にでも残っ

た旋律や歌詞が、別の音楽に触れた時、あるいは音楽

とは異なる経験と結びついた時、それらすべての経験

が結果的に知識、理解を深めることにつながっていく

ということは期待し得るものと考える。

このように様々な領域にわたって知識や経験を重ね

ていくことの意義は、学校教育においても重要視され

る傾向が見られる。2007年１月には、東京都教育委員

会30)によって、都内公立小学校５年生と中学校２年生

を対象に「児童.生徒の学力向上を図るための調査」が

実施され、各教科の学習で身につけた知識や技能、思

考力や判断力等を活用して、問題解決を図るために必

要な諸能力を観点として作成した「問題解決能力等」

に関する調査が新たに設けられた。これは、小学校の

学習指導要領31)が2003年に－部改正され、その中で

「総合的な学習の時間」のねらいについて、「各教科、

道徳及び特別活動で身に付けた知識や技能などを相互

に関連付け、学習や生活において生かし、それらが総

合的に働くようにすること｡」という内容が加えられた

ことによると考えられ、教科別の時間割にしたがって

授業を行う小学校教育においても、各教科の枠を超え

て関連付けられるような学習の重要性が認識されてい

ると捉えることができよう。

幼稚園教育要領、保育所保育指針における５領域の

各領域は、小学校教育においてそのような重要』性が改

めて指摘される以前、現行の５領域が設定された当初

から、単独で取り上げられ各領域ごとの発達が個別に

求められるというよりは、子どもの活動においてそれ

らが相互に密接な関連を持ち、各領域にまたがった総

合的な発達を目指すものとされている。従って、子ど

もの活動を総合的に考え、それに対して子どもの望ま

しい育ちを目標とするいかなる援助が存在し得るかを

考えることは、保育に関わるものにとって欠かせない

視点であろう。その意味で、子どもが触れる歌の中に

数学的概念を育む可能性を意識しておくことも、保育

場面を想定するにあたって意義あることと思われる。

今回は、子ども向けに作られ実際に書籍上で紹介され

ている歌を取り上げ、その可能性について検討したが、

実際にそのような歌に触れた子ども達がどのような反

応を示すのかということについて子ども達の日常の会

話などを調査することができれば、その可能性の高さ

を示すことができると思われる。今後の課題としたい。
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